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神経機能学分野 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

5 2 3 5 2 3 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

篠原一之・教授 長崎市子どもを守る専門委員会・委員 長崎市 

篠原一之・教授 編集幹事 長崎医学会雑誌 

篠原一之・教授 評議員 日本生理学会 

篠原一之・教授 アロマテラピー学雑誌編集委員会・委員 日本アロマ環境協会 

篠原一之・教授 評議員 日本内分泌学会九州地方会 

篠原一之・教授 長崎県公立学校教職員復職審査会・委員 長崎県教育委員会 

土居裕和・講師 第Ⅱ種研究会「魅力工学」・幹事補佐 電子情報通信学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

篠原一之・教授 国立研究開発法人 
日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ） 

代表 
 

女性の健康向上に資するウェアラブル医療

機器等の開発、および機器利用による診療の

質向上に関する研究 

篠原一之・教授 聖路加国際大学 分担 基盤研究(B）：篠原一之（代表：堀内） 

篠原一之・教授 聖路加国際大学 分担 挑戦的萌芽研究：篠原一之（代表：堀内） 

篠原一之・教授 文部科学省: 科学研究費補助金 基

盤(C) 
代表 ASD 独立症状の重症度を規定する遺伝子×環

境相互作用の解明：欧州との２国間比 

土居裕和・講師 文部科学省: 科学研究費補助金 基

盤(C) 
代表 神経生物学的アプローチによる「自己顔認知

能力」発達過程の包括的解明 

土居裕和・講師 公益財団法人金原一郎記念医学医

療振興財団 
代表 オキシトシンと恐怖症重症度との関連性につ

いての行動遺伝学的研究 

土居裕和・講師 昭和大学発達障害医療研究所 代表 非接触型自律神経活動計測に基づく「ASD 情
動反応非定型性客観的評価技術の確立 

土居裕和・講師 文部科学省: 科学研究費補助金 基

盤(C) 
分担 国際級スポーツ選手の心理的能力を規定する

生物学的基盤の解明 

土居裕和・講師 公益財団法人 ファイザーヘルスリ

サーチ振興財団 
分担 非接触情動計測による個性創発イメージング

とそのASD医療支援システムへの応用 

樽見航・助教 長崎医学同窓会 代表 ヒトフェロモンの探索 
～ヒトと象の共通した匂い成分に着目して

～ 

樽見航・助教 発達科学研究教育センター 代表 嗅覚を介した父子間相互作用が乳幼児の社

会的絆形成に関する神経基盤に及ぼす影響 

篠原一之・教授 ユニ・チャーム株式会社 触感評価技術の紙おむつ素材開発及び商品

有用性への応用 

篠原一之・教授 ジェクス株式会社 授乳用乳首が乳児に与える影響観察 

篠原一之・教授 株式会社美泉 近赤外分光法（NIRS）を用いた、物言わぬ

赤ちゃんの肌触りからの生地検証 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

篠原一之・教授 加古川小児科医会学術講演会（保育力と保育

におけるコミュニケーション） 
加古川小児科医会  

篠原一之・教授 第 52 回子育て講演会（母乳がもたらす母子

間の現象） 
京都チャイルドトラスト 

篠原一之・教授 第 13 回母乳育児フォーラム 講師 
（出生前からの母子コミュニケーションの

脳科学） 

みえ母乳の会 

篠原一之・教授 第 34 回タッチケア指導者講習会 講師 
（親と子の絆の原点～スキンシップと脳科

学～） 

日本タッチケア協会 

篠原一之・教授 母乳育児・子育て支援セミナー 講師 （株）プチブレスト 

篠原一之・教授 第 19 回アロマテラピーシンポジウム 
（講演：「精油による更年期女性のホルモン

分泌の変化」） 

公益社団法人日本アロマ環境協会 

篠原一之・教授 13TH INTERNATIONAL INFANT CRY 
WORKSHOP 
「 "SHORT&SWEET"SESSION 」 Ultrasonic 
communication in human mother-infant pair 
「DISTRESS CALLS IN YOUNG ANIMALS」
Infant distress calls during carrying as 
consequence of parental practices:A primate 
model 

イタリア・トレント大学 

篠原一之・教授 国際自閉症カンファレンス東京 2017 
（組織委員：自閉症研究の今～社会の課題に

挑戦する～） 

昭和大学発達障害医療研究所 
 

土居裕和・講師 非常勤講師（生理学Ⅱ） 長崎医療技術専門学校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

篠原一之・教授 科学で解決！家族の

大問題 
第１集：暴走する思春

期の謎 
第２集：夫にキレる妻

の謎 

BS１スペシャ

ル 
2017/11/12 
2017/11/26 

思春期の若者の脳の愛着反応研究取材 

土居裕和・講師 The higher your 
testosterone levels, the 
more you love soft rock 

New Scientist 18 January 
2018 

研究成果に関するインタビュー掲載 

土居裕和・講師 Testosterone levels 
influence musical taste 
in men 

Newsweek 25 Jan 2018 一般紙における研究成果紹介 

土居裕和・講師 Men with higher 
testosterone levels are 
less into classical music 
and opera 

British 
Psychology 
Society: 
Research Digest 

5 Feb 2018 一般向けの学会 HP における研究成果紹

介 

 


